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2
0
0
6

年
度
、
支
部
活
動
に
ご
協
力
、
ご

支
援
頂
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
に心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

4

月
幻
日
ω
、
第
初
回
大
田

支
部
総
会
が
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
か
ら
早
や
2

ヶ
月
余
り
、
大
き
な
組
織

改
革
が
承
認
さ
れ
、
7

部
会
6

委
員
会
が
部
会

長
、
委
員
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
副
支
部
長
を

中
心
に
、
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
磨

こ
う
感
性
、
高
め
よ
う
ク
オ
リ
テ
ィi
」
を
基
に

動
き
出
し
ま
し
た

。
一
生
懸
命
が
、
か
え
っ
て

支
部
の
枝
葉
の
活
動
に
振
り
回
さ
れ
、
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
た
ら
何
の
た
め
に
同
友
会
や
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
？
と
、
エ
プ
リ
デ
ィ
同
友
会
が
嫌

い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
話
を
耳
に
し
た
と
き
、

な
ん
と
か
せ
ね
ば
：
・
と
、
支
部
長2
期
目
に
あ

た
る
本
年
度
は
、
支
部
運
営
の
見
直
し
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

支
部
に
新
し
い
風
が
起
こ
り
、
時
代
の
流
れ

を
意
識
し
た
支
部
の
活
動
を
皆
で
協
力
し
、
話

し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
作
り
上
げ
る
こ
と
、
ま

た
、
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い

に
研
鍛
し
あ
い
、
自
ら
も
高
め
、
豊
か
な
人
間

性
を
も
っ
た
良
い
経
営
者
と
し
て
、
よ
い
会
社

を
つ
く
り
、
よ
り
良
い
経
営
環
境
を
つ
く
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
同
友
会
が
大
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

今
、
そ
ん
な
新
た
な
気

持
ち
で
支
部
運
営
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。
末
筆

な
が
ら
、
第
2

回
「
あ
な
た
の
お
仕
事
教
え
て
フ

エ
ス
テ
ィ
パ
ル
」
の
準
備
に
奔
走
し
た
、
河
津
リ

ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
総
会
企
画
運
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
、
お
疲
れ
様。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
組
織
改
革

を
行
う
に
あ
た
り
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜

り
ま
し
た
御
殿
場
支
部
の
皆
様
、
ご
協
力
頂
い

た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す。

以
下
、
2
0
0
7

年
度
活
動
方
針
（
抜
粋
）
を

以
っ

て
、
所
信
表
明
と
致
し
ま
す。

2
0
0
7

年
度
活
動

方
針

『
磨
こ
う
感
性
、

高
め
よ
う
ク
オ
リ
テ
ィ
l

』

S

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
田
支
部S

日
本
経
済
が
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
越
え
、

一

気
に
景
気
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
我
々
中
小
企
業
を
取
り
巻く
状
況

は
様
々
な
面
で
ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
ず
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

特
に
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
人
口
減
少
の
問

題
は
日
本
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
大
手
企
業
の
採
用
が
大
幅
に
増

加
し
、
求
人
難
、
人
材
不
足
が
よ
り
深
刻
な
問

題
と
な
り
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
は
あ
ら
ゆ
る

業
種
に
及
び
将
来
の
企
業
活
動
に
暗
い
影
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
私
た
ち
は
未
来
に
向
か
っ
て
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
な
か
で
、
同

友
会
の
活
動
は
、
基
本
的
な
理
念
で
あ
る
3

つ

の
目
的
「よ
い
会
社
を
作
ろ
う

、

す
ぐ
れ
た
経

営
者
を
め
ざ
そ
う

、

よ
り
よ
い
経
営
環
境
を
つ

く
ろ
う

」
の
下
に
多
く
の
会
員
企
業
が
高い
志

を
持
ち
、
学
び
を
生
か
し
、
自
己
研
鎖
し
て
い

ま
す
。

…

本
年
度
印
周
年
を
迎
え
た
東
京
同
友
会
で
は
、
…

総
会
に
於
い
て
「
第
6

次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

熱
き
企
業
家
精
神
で
時
代

を
切
り
拓
こ
う
、
量
の
時
代
か
ら
質
の
時
代
へ
、

企
業
と
経
営
者
の
「
質
」
を
高
め
る
た
め
に
、

同
友
会
が
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
か
を
、
よ

り
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
明
示
し
ま

し
た
。

（小
冊
子

「
東
京
同
友
会
第6
次
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
参
照
）

現
在
、
同
友
会
が
提
唱
す
る
「
中
小
企
業
憲

章
」
の
制
定
に
向
け
て
の
運
動
が
各
支
部
で
、

取
り
上
げ
ら
れ
、
「
中
小
企
業
立
国
日
本
」
の
実

現
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
立
国
日
本
」
の
実
現
に
お
け
る
、

中
小
企
業
の
地
位
向
上
を
目
指
す
た
め
に
は
、

支
部
会
員
が
同
友
会
の
本
質
的
な
意
義
で
あ
る

3

つ
の
目
的
を
理
解
し
、
自
社
に
お
け
る
指
針

の
確
立
を
通
じ
て
、
人
材
を
育
て
、
様
々
な
経

営
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
且
つ
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

真
の
経
営
者
像
と
は
、
日
々
の
経
営
努
力
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
小
企
業
の
存
在

価
値
を
示
し
、
社
会
に
貢
献
し
、
地
域
産
業
振

興
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す。

- 

2
0
0
7

年
度
の
大
田
支
部
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
、

一
連
の
討
議
を
経
て
、「
磨
こ
う
感
性

、

高
め
よ

う
ク
オ
リ
テ
ィ
l

」
5

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
田

支
部
3

に
決
ま
り
ま
し
た
。

東
京
同
友
会
第
6

次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
安
全
性
、
品
格
、
モ
ラ
ル
、
向
上
性
、
あ

ら
ゆ
る
「
質
H

ク
オ
リ
テ
ィ

l

」
の
向
上
が
、
今
、

中
小
企
業
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
第
一
の
条
件

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
常
に
感
性
を
磨
き
、

急
速
な
時
代
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ゆ
る

ぎ
な
い
永
続
的
な
企
業
を
目
指
す
こ
と
が
経
営

者
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ
て
大

田
支
部
運
営
を
行
う
に
あ
た
り
、
全
会
員
の
知

恵
と
力
、
そ
し
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
が
最
大
要
素

で
あ
り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
皆
様
の
力
強
い

応
援
と
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す。

こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
踏
ま
え
、
2

0

0
7

年

度
大
田
支
部
方
針
と
し
て
、
以
下
5

点
を
提
示

し
ま
す
。

~.o，α－ 
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「
組
織
改
革
」
で

時
代
に
即
し
た
活
動
を
し
ま
す
。

2
0
0
7

年
度
、
組
織
改
革
の
ス
タ
ー
ト
を

き
る
大
田
支
部
は
、
組
織
構
成
の
見
直
し
で
、

皆
が
行
動
す
る
組
織
づ
く
り
を
し
ま
す。
そ
し

て
、
自
ら
が
積
極
的
に
自
主
的
に
活
動
に
参
加

す
る
仕
掛
け
を
作
る
努
力
を
し
ま
す
。

①
「
大
田
ルl
ル
」
導
入
で
各
組
織
の
位
置
付

け
・
活
動
目
的
を
明
確
に
し
ま
す
。

②
時
代
の
ニ
l

ズ
に
即
し
た
存
在
感
の
あ
る
部

会
・
委
員
会
を
設
置
し
、
全
会
員
加
入
に
よ

り
、
活
動
率
を
上
げ
、
行
動
す
る
大
田
支
部

を
目
指
し
ま
す
。

Z

「
例
会
参
加
率
」
を
あ
げ
、

日
%
参
加
例
会
を
実
現
す
る
。

「
例
会
」
は
、
全
会
員
の
学
び
の
場
で
あ
る

と
同
様
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
、
懇
親
会
を
通
し

て
会
員
相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

ニ
i

ズ
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
原
則
に
あ
り
ま
す
。

①
「
最
優
秀
例
会
企
画
賞
」
を
創
設
し
、
企
画

か
ら
準
備
（
プ
レ
例
会
の
実
施
）
、
運
営
、

検
証
を
徹
底
し
、
よ
り
よ
い
例
会
作
り
を
実

践
し
ま
す
。

②
例
会
を
情
報
提
供
の
場
と
し
、
各
委
員
会
・

部
会
の
報
告
セ
レ
モ
ニ
ー
を

実
施
し
ま
す
o

a

組
織
委
員
会
（
旧
会
勢
拡
大
委
員
会
）
の

設
置
で
新
会
員
の
定
着
率
を
あ
げ
る
。

大
田
支
部
3
0
0

名
体
制
を
念
頭
に
置
き
、

新
会
員
の
定
着
の
為
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
強
化

し
、
経
営
理
念
の
成
文
化
、
経
営
指
針
の
確
立

な
ど
、
同
友
会
で
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
明

確
に
し
ま
す
。

ま
た
、
同
期
入
会
の
つ
な
が
り

の
中
で
、
よ
い
仲
間
意
識
を
持
ち
、
将
来
の
大

田
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
、

会
員
増
強
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

①
定
期
的
な
新
会
員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。

②
全
6

回
「
経
営
基
礎
研
究
会
」
を
実
施
し
ま
す
0

4

「
人
材
育
成
部
会
」
の
発
足
で

人
材
の
確
保
と
人
材
を
育
て
る
。

昨
年
度
の
「
幹
事
会
1

分
間
ス
ピ
ー
チ
」
に

お
い
て
、
課
題
の
ト

ッ
プ
が
、
人
材
の
確
保
と

定
着
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
代
の
ニ
l

ズ
に
見

合
っ
た
「
人
材
育
成
部
会
」
を
発
足
し
、
よ
り

よ
い
会
社
作
り
を
し
ま
す
。

旦

「
他
国
体
・
産
学
官
と
の
連
携
」
で

外
部
発
信
す
る
。
…

本
年
度
は
、
第
時
四
経
営
研
究
集
会
（
同
研）

が
、
4

支
部
（
大
田
・
品
川
・
世
田
谷・
目
黒
）

で
構
成
さ
れ
る
南
部
協
議
会
の
運
営
で
立
正
大

学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
研
は
、
大
田

支
部
が
現
在
ま
で
培
っ
て
き
た
産
学
交
流
の
集

大
成
で
あ
る
と
共
に
、
他
国
体
、
産
学
官
、
地

域
社
会
に
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す。

…

全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
成
功
に
導
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

- 

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
会
員
の
役
割
は

大
き
く
、
充
分
な
議
論
と
的
確
な
判
断
、
そ
し

て
、
具
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す。

運
営
面
で
は
、
役
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
意
思
決
定
を
迅
速
に
し
、
情
報
の
共
有
化

と
各
委
員
会
の
相
互
連
携
に
よ
り
、
よ
り
活
性

化
し
充
実
し
た
体
制
作
り
を
目
指
し
ま
す。

ま
た
、
様
々
な
意
見
交
換
を
す
る
上
で
、
質

の
良
い
議
論
の
場
を
作
る
為
に
、
リ
ー
ダ
ー

の

モ
チ
ベ
l

シ
ヨ
ン
を
上
げ
、
会
員
に
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
か
け
、
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
心
得
、
支
部
全
会
員
の
た
め
の
支
部
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

地
元
大
田
で
大
い
に
語
る
日

地
域
と
共
に
永
続
す
る
企
業
を
め
ざ
し
て

講
演
者
・

株
式
会
社
湯
建
工
務
店
代
表
取
締
役
湯
本
良

一

平
成
問
年
度
6

月
例
会
は
、
東
京
中
小
企
業
家

同
友
会
代
表
理
事
で
あ
る
湯
本
良

一
氏
の
講
演
で

し
た
。
「
地
元
大
田
で
大
い
に
語
る
H

地
域
と
共
に

永
続
す
る
企
業
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ

l

マ
は
、

自
分
の
地
元
を
盛
り
上
げ
て
生
き
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
と
重
な
り
、
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
話
で

し
た
o

u

代
表
理
事
の
「
半
径2
キ
ロ
を
商
圏
と
す
る
建

設
会
社
」
、「地
域
に
根
付
く
企
業
作
り
」
の
話
は
と

て
も
興
味
の
あ
る
内
容
で
し
た。
人
を
引
っ
張
っ

て
行
く
力
と
い
う
か
発
想
力
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
、
一
緒
に
仕
事
を
や
っ
て
み
ょ
う
か
な
と
感
じ

さ
せ
る
瞬
間
で
し
た
。

さ
ら
に
足
元
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
け
れ
ば
何
処
に
行
っ
て
も
活
躍
で
き
な

い
、
確
実
な
信
頼
を
手
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
築
き
上

げ
て
い
く
と
い
う
代
表
理
事
の
ス
タ
ン
ス
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

…

ま
た
、
「
良
い
会
社
と
は
・
：
」
と
い
う
話
が
出
ま

し
た
が
、
1
0
0

年
続
く
会
社
は
少
な
い
そ
う
で

す
。

ど
こ
か
で
足
を
踏
み
間
違
え
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
か
、
社
員
と

一
緒
に
歩
ん
で
き
た
は
ず
の

会
社
が
、
経
営
指
針
を
持
た
ず
に
行
動
し
、
お
客

様
に
心
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
根
本
を
見
失
っ
て

し
ま
っ
た
結
果
、
お
金
儲
け
だ
け
に
進
み
、
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た

。

継
続
さ
せ
る
こ
と
が
企
業
規
模
よ
り
大
切。
社

会
の
ニ
l

ズ
、
変
化
に
対
応
で
き
る
社
員
の
モ
ラ

ル
、
モ
チ
ベ
l

シ
ヨ
ン
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
い

け
れ
ば
い
い
の
か
、
会
社
の
組
織
作
り
の
あ
り
方
、

本
当
の
お
金
の
大
切
さ
な
ど
、
自
分
に
と
っ
て
多

く
の
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
り
、
実
に
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。

例
会
担
当
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
・
第
二
回

経
営
基
礎
研
究
会
に

参
加
L

て

報
告
者
・
附
共
栄
サ
ー
ビ
ス
塩
田
康

私
が
同
友
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
弊
社
、

青
木
の
す
す
め
を
受
け
て
の
四
月
十
七
日
の
第一
回
経

営
基
礎
研
究
会
か
ら
と
な
り
ま
す。
は
じ
め
は
「
経
営

者
の
勉
強
会
」
と
い
う
こ
と
で
「
私
の
よ
う
な
若
輩
も

の
が
参
加
し
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
つ・
」、
「
講
義
の
内

容
を
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
？」
な
ど
の
不
安
が
漠
然

と
あ
り
ま
し
た
。

と
、
い
う
の
も
前
職
は
四
年
間
N
T

T

系
列
の
会
社
で
l

T

系
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
め
て

お
り
、
仕
事
の
イ
口
ハ
が
分
か
り
は
じ
め
た
ば
か
り
で
、

経
営
方
針
の
策
定
や
経
営
戦
略
の
決
定
と
は
ほ
ど
遠
い

位
置
で
仕
事
を
し
て
い
た
為
で
す
。

内
海
支
部
長
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
第
一
回・

一
一
回
の
根
本
先
生
の
経
営
基
礎
研
究
会
を
受
講
さ
せ
て

頂
き
、
そ
の
不
安
は
多
少
解
消
し
ま
し
た
。
内
海
支
部

長
の
経
営
者
と
し
て
の奮
闘
ぶ
り
、
根
元
先
生
の
経
営

未
経
験
者
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
、
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
・
経
営
戦
略
の
あ
り
方
の
説
明
、
先
輩
経
営
者
の

方
々
と
の
対
話
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
懇

親
会
で
は
私
と
同
年
の
経
営
者
の
方
と
も
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
、
驚
き
と
と
も
に
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

私
は
小
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
お
り
ま

し
た
。

経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
を
サ
ッ
カ

ー
に
当
て
は
め
る
と
、
「
ど
う
い
っ
た
チ
ー
ム
に
し
た
い

か
」
、「そ
の
た
め
に
は
ど
う
い

っ
た
選
手
・
フ
ォ
1

メ

l

シ
ヨ
ン
に
す
る
、
必
要
が
あ
る
か」、
「
相
手
チ
ー
ム
に

ど
う
や
っ
て
勝
っ
か
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
理
念
・

ビ
ジ
ョ
ン
・
戦
略
が
明
確
で
な
い
チl
ム
は
良
い
戦
績

を
残
す
こ
と
は
難
し
く
、
シ
ー
ズ
ン
後
の
結
果
や
フ
ァ

ン
の
声
援
に
明
確
に
反
映
さ
れ
ま
す。
だ
か
ら
こ
そ
、

選
手
や
監
督ぜ

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
ら
を
真

剣
に
検
討
・
実
践
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す。
私
も
今
後
、

経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
戦
略
を
他
の
経
営
者
、
社
員

と
真
剣
に
検
討
・
実
践
し
て
い
き
ま
す。

若
輩
も
の
で
す
が
、
私
も
経
営
者
と
し
て、

実
地
や

同
友
会
で
学
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
活
か

し
社
員
と
共
に
共
栄
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
企
業
に
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
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例会・月1回第3火曜日

~..－. A 、九....... ，、 組織変更により委員会・研究会が、「部会」として生まれ変わりました。
さ~I＼とさ益t!/11、 「人材育成委員会」改め「人材育成部会」と、 「肴の会」改め「温故知新部会」の部会長お二人に、1-1,.., ，.炉、 rr1-1 ノー 今回は気持ち新たに部会紹介をしていただきます。

人材育成部会 側メイシ羽ステ刊表取締役石川英嗣
「人材育成部会の目的は採用力と社員力を高める事で、す」

大田支部会員の皆様いつもお世話様です。

さて、 この度大田支部新体制の中、旧人材開発

委員会を改め、 人材育成部会として会員の皆様に

と って、 会社の経営にと って最も重要な 令人命を

テーマに部会、弛強会。 をさせていただく運びと

なりました。

新年度に入り多少同友会活動に小休止をしたか

ったのが本音でございますが、 新体制の言いだし

っぺとしての、 責任を取りなんとか皆様に本当に

必要な部会？勉強会ゃ にして行きたく思っており

ます。

人材の採用、 教育、 モチベーション、コミュニ

ケーション、 評価、 等々。人守 にまつわる件は会社、

経営者として成長していく中で・切っては切れない

課題であり 、 又、 経営者として最大の悩みが集中

する反面、 本当のやりカfいを見出せる部分ではな

いかと思われます。

自分自身での最大の経営課題も 。人。 の問題に

終始していたような気がします。 人材育成部会の

活動により会員の皆様に必要な部会にする事が、

自分自身と社員が成長することと信じて、 1 年閉

まだ通ったことが無い道を、 皆様といっ しょに模

索しながら、 元気よく前向きにチャレンジして行

きたいと思っております。

［活動方針］
第 1 回目の皆様の課題より下記、 2点にしぼり活

動していきます。

①採用について リクルートに代表される、求人

誌や求人サイ トに掲載する待ちの採用から、 社長

自らが行動し会社の採用力を上げていく、ベンチ

ヤ一系の探用企業情報などを会員聞で共有し、実

際に講演していただき、自社で取組んだ場合の効

果やコストなどについて議論する。

色〉社員教育について 手探りの社員教育の中で、

一般社員を幹部社員にする意識改革について特化

していく 。

温故知新部会株式会社ユニオンイデア代表取締役高町
この度、「肴の会」 の精神を継いで若手経営者の

ための勉強会、 「温故知新」 を始めることになりま

した。 温故知新とは「古きをたずね新しきを知るJ

読んで字の如し、 大田支部にいら っ しゃる多くの

優秀な先輩経営者（古き ） に、 まだまだこれから

の若手経営者もどきが訊き、 そこから何かを得る

（あたらしい自分にない知識を得る） 学びの会で

す。 若手が中心で運営してまいります。 先ずは部

会員が自社の経営に関する発表をし、 先輩にご意

見を戴きながら経営のヒントを得るという形を取

ってスター卜します。 イ也にも色々なことをやりた

いという意見も多く活動をしながら活発に意見交

換をしてこれからの自分たちの会を作り上げてい

こうと考えています。 やる気と意欲のある同友会

の若手が集まって集中力も高まり 、 だんだん会の

質も上がってきています。 皆で活動し皆で意見を

出し合って、 皆のための皆で作る会にしていきた

いと思っています。 こんな私たちと学び、 少しで

も良い経営者を一緒に目指していきませんか。 会

は若手を中心にしていますが、 先輩の方々も大歓

迎です。 アドバイスをいただける方、 会で何かを

得ようと思う方、など老若男女を問わず経営者と

しての情熱と向上心をもっている方ならどなたで

も結構です。 ぜひ多くの皆横のご参加をお待ちし

ています。 未熟者ですが私が部会長を勤めさせて

いただきますので宜しくお願いします。

www.ota-aoyu.coni 



一一一一一τ宮古士 一一 ’ 
我
が
ま
ま
だ
け
ど
・
・
・
小
心
者
だ
け
ど
・
・
・
乱
暴
者
だ
け
ど
・
・
・
。

脱
下
請
け
を
旗
印
に

「
耳
を
澄
ま
せ
て
」
進
化
す
る
！

新
サ
ー
ビ
ス
？
「
レ
ン
ト
ラ
便
」

講
演
者
・

株
式
会
社
ハ
l

ツ

代
表
取
締
役
山
口
裕
詮

官
河
待
を
は
る
か
に
上
回
る

並
ノ
い
い
例
会
で
し
た

報
告
者
・
有
限
会
社
ま
ど
り
君
の
賃
貸
情
報

安
藤
俊
也

今
回
の
レ
ジ
メ
を
見
た
時
、
正
直
何
の
こ
と
？
レ

ン
ト
ラ
使
？
？
と
て
も
興
味
を
引
く
タ
イトル
で
し

た
。

弊
社
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
山
口

社
長
で
し
た
の
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た。

内
容
は
：
＼
期
待
を
は
る
か
に
上
回
り
、
過
去
の

失
敗
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
続
け
た
下
請
け
時
代
、

苦
労
な
ど
、
今
の
山
口
社
長
か
ら
は
到
底
想
像
も
つ

か
な
い
波
乱
万
丈
が
あ
り
、
感
動
し
ま
し
た。

若
く
し
て
起
業
さ
れ
た
山
口
社
長
。

転
機
は
成
田

に
あ
る
大
手
取
引
会
社
の
下
請
け
を
受
け
た
時
と
の

こ
と
。

会
社
の
設
備
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
で
は

ど
う
な
の
か
な
？
と
思
う
よ
う
な
状
況
な
の
に
、
大

手
取
引
会
社
さ
ん
か
ら
の
依
頼
で
何
も
考
え
ず。
即

答
。
し
た
強
気
な
山
口
社
長
。

し
か
し
、
順
調
に
行

く
筈
の
仕
事
が
突
然
、
大
手
取
引
会
社
の
都
合
で
取

引
中
止
。

売
上
げ
の
8

割
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

会
社
に
と
っ
て
は
致
命
的
！
大
打
撃
を
受
け
た
中
、

当
時
、
多
額
の
借
金
を
背
負
い
、
自
殺
ま
で
考
え
ら

れ
た
そ
、
つ
で
す。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
が
普
通
の
人
と
違
う
と
こ
ろ
。

取
引
会
社
の
社
長
に
ア
ポ
な
し
で
仕
事
の
再
開
を
訴

え
続
け
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
仕
事
を
再
開
す
る

よ
う
に
な
り
、
出

来
る
か
出
来
な
い
か
わ
か
ら
な
い

状
態
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
今
の
会
社
の
状
況
な
ど
考

え
て
か
ら
答
え
を
出
す
が
、。
や
り
ま
す
。
と
即
答
。

経
営
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事
で
必
要
な「
決
断

力
」。

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
く
ら
い
か
ら
仕
事
の
中
心
を
東
京
へ
シ
フ

ト
し
、
ホ
ー
ム
ペ

i

ジ
の
作
成
・
ロ
ゴ
の
入
っ
た
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
作
り
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

ホ
l

ム
ペ
1

ジ
か
ら
の
反
響
は
あ
る
が
、
仕
事
が
取

れ
な
い
。

ど
う
し
て
も
東
京
は
同
業
他
社
が
多
す
ぎ

る
た
め
、

ユ
ー
ザ
ー
が
大
手
を
選
び
や
す
い。
こ
こ

で
山
口
社
長
は
全
て
を
捨
て
、
独
自
の
自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
作
っ
た
。

そ
れ
が
レ
ン
ト
ラ
便
！
運
転
手
付
き

の
レ
ン
タ
ル
ト
ラ

ッ
ク
。

ユ
ー
ザ
ー
が
引
越
し
の
際

に
手
軽
に
借
り
ら
れ
る
と
と
て
も
好
評
。

法
人
さ
ん

も
運
転
手
付
き
と
の
こ
と
で
利
用
し
て
い
る。
そ
の

ほ
か
に
も
、
エ
コ
・
ユ
l

セ
ン
、
定
期
便
と
3

つ
の

柱
で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

今
回
の
お
話
を
聞
い
て
、
自
分
の
会
社
を「
思
い
」

を
持
っ

て
「
信
じ
て
」
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

ヰ
コ
標
を
共
有
し
た
い
！

下
E

と
言
う
思
い
で
、

例
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

報
告
者
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
奥
野
恵
正

昨
年
4

月
に
大
森
ブ
ロ

ッ
ク
長
を
命じ
ら
れ
、
い

き
な
り

翌
月
大
森
ブ
ロ

ッ
ク
で
例
会
を
担
当
し
、
そ

れ
を
終
え
ブ
ロ

ッ
ク
長
と
し
て
何
を
し
て
い
け
ば
良

い
か
、
改
め
て
考
え

、

迷
っ
て
い
た
時
で
し
た
。

「
そ
う
だ、
2
0
0
7

年
5

月
の
例
会
を
立
候
補

し
て
、

一
つ
の
目
標
を
大
森
ブロ
ッ
ク
会
で
共
有
し

よ
う
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
実
際
、
昨
年
7

月
j
2

月
ま
で
企
画
を
練
り
、
3

月
、
4

月
と
プ
レ

例
会
を
3

回
行
い
ま
し
た
。

言
葉
に
す
れ
ば
簡
単
に

感
じ
ま
す
が
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
く
ら
い
例

会
作
り
は
探
く
、
ど
れ
だ
け
の
準
備
期
間
を
費
や
し

て
も
足
り
な
い
く
ら
い
、「
例
会
の
重
み
」
を
感
じ
ま

し
た
。

最
終
的
に
、
大
森
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
参加
し
て

い
た
だ
い
た
方
が
一
丸
と
な
っ
て
成
し
遂
げ
る
事
が

出
来
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

…
イ
え
資
・
行
動
・
時
流
。

…
も
江
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

…
報
告
者
・
株
式
会
社

リ
サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役
大
久
保
茂
忠

今
回
の
例
会
は
、
日
頃
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

…
り
、

私
を
同
友
会
に
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
株
式
会
社

ハ
l

ツ
の
山
口
社
長
の
お
話
と
言
う
こ
と
で
、
弊
社

の
社
員
と
共
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た。

…
聴
講
し
て
い
て
、
投
資
・
行
動
・
時
流
の
三
点
で
大

…
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

大
手
国
際
貨
物
会
社
さ
ん

の
話
し
で
は
、
当
時
の
組
織
で
は
先
方
の
要
求
に
対

…

応
出
来
る
状
況
で
は
な
い
の
に
「出
来
ま
す
」
と
答

…
え
、
資
金
を
調
達
し
て
車
輔
等
を
増
車
し
要
求
さ
れ

…
た
体
制
を
期
日
ま
で
に
構
築
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
も
の
に
さ
れ
て
お
り
ま
す。
ま
た
、
そ
の
大
手

…
国
際
貨
物
会
社
さ
ん
か
ら
全面
解
約
を
言
い
渡
さ
れ

…

た
時
、
上
場
企
業
で
あ
る
そ
の
会
社
の
社
長
様
に
再

…
三
に
渡
る
契
約
継
続
の
直
交
渉。
も
し

、
私
が
同
じ

…
立
場
に
立
た
さ
れ
た
ら
同
じ
よ
う
な
行
動
が
と
れ
る

…

か
正
直
疑
問
で
す
。

ま
た
、
「I
T

を
駆
使
し
た
受
注

の
時
代
L

と
感
じ
る
と
す
ぐ
に
、
今
ま
で
の
や
り
方

…
を
変
え
て
ホ
l

ム
ペ
l

ジ
の
作
成
に
ど
ん
ど
ん
投
資

…
を
し

て
ゆ
く
。

私
事
で
す
が
、
一
年
前
の
4

月
、
親

…
会
社
よ
り
分
社
化
し
て
「
経
営
」
の
何
た
る
か
も
知

…

ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
経
費
を
削
減
し
て
利
益
を
出

…
す
事
を
第
一
に
一
年
間
や
っ

て
き
た
私
と
は
行
動
が

…
ま

っ
た
く
違
い
ま
し
た
。

山
口
社
長
の
会
社
の
業
績
が
良
い
の
は
、
上
記
の

…
経
営
者
の
資
質
に
よ
る
所
が
大
き
い
と
思
い
ま
す

…
が
、
同
友
会
の
諸
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

（
「ブ
ラ

…
ン
ド
カ
の
構
築
」
、
「
掘
り
下
げ
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ

…
ネ
ス
の
創
造
」
等
）
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
事
が
出

来
る
の
も
要
因
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
は
山
口
社
長
を

一
つ
の
目
標
と
し
て
お
り

…
ま
し
た
が
、
本
日
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
て
そ
れ
は

…
ウ
サ
ギ
の
発
想
と
分
か
り
ま
し
た。
こ
れ
か
ら
は
カ

メ
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

山
口

社
長
、
本
日
も
い
つ

…
ば
い
頂
き
ま
し
た。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、

…
お
疲
れ
様
で
し
た。
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［住所］東京都品川区勝島1-4-11

宝組勝島倉康B棟8206

[TEL] 03-3298-0405 [FAX] 03-3298・0402

[URし］ http://www.kyoei-butsuryu.com 

お仕事 教

ノ九三訟二~！
業務肉容・インターネッ ト通販等商品の保管・発送代行υ 可

個人から中小企業様を中心に化粧品、健康食品、雑貨などの商品を

お預かりし、 クライアン 卜様に代わって梱包・発送を行っています。

企業理念・私たち共栄物流サービスは、共に喜びを分かち合い、

存在が期待される企業を目指します。

①「天命に生きる」 ②「人を作る」③「共に栄える」

うちの会社のここがすごい・昭和63年（ 1 988年）創立。

19期目を迎え、定期取引顧客は延べ100社を超えました

（業界トップのクライアン卜横も含みます）。

なんでもひとこと・物流センター拠点は関東エリアに現在8 ヶ所。

御見積の段階で利便性、賃料、保管環境を考慮し、

ご希望に沿ったエリアでご提案。梱包・保管発送を外部委託として

-ｷ-----...... ご検討されている企業様、物流パー トナーをお探しの

同業他社様、是非一度お問合せください！！

お問合せ先：図kaihatsu@kyoei-butsuryu.com

ラッピングの達人

［住所］大田区西椛奇3-29-5

[TEL] 03・5705-1 701 [FA×] 03-5705-1716 

[URL] http://www.rintasu.net 

業務内容・印刷・デザイン制作を核として、

『商店街街路灯広告』 ・ 『地域の広告チラシ発行』 ・

『無料広告ポータルサイト』等を運営し、事業展開を行っています。

経営理念・一、 常にモチベーションとスキルの向上に努め、

日々挑戦し続けること。

一、互いに助け合い・協力し合い、

お客様が満足して下さる仕事をすること。

一、日々感謝の気持ちを持って、地域・社会に貢献し、

又、親孝行をすること。

一、 人の心、一念、信念をもてば偉大なことを成し遂げる。

うちの会社のここがすごい・お客様が満足して頂ける

商品のご提案。地域貢献型街路灯広告『リコラネッ ト』、

誰でも手軽に新聞折込広告『おかなび‘』等、

社会、 お客様に満足を与え続けるベンチャ一企業です。

なんでもひとこと・昨今、人道の不認識や物価の高騰や

地球温暖化などを良く耳にします。幸せとは、生活とは、未来とは、
などをもう一度考える事が大切ではないでしょうか？

く第 3 回〉大田支部 6 月役員会議事録
［出席者］ 17名・内海、 中西、河津、 中村、井上、鈴

木善、島村、荒井、庄司、虻川、内田、石川、庄子、高田、

小林、伊藤、膏藤

｛入退会報告］入会2名／退会4名

現会員数262名

〈入会者） YAMA社労士事務所・山室裕伸氏（紹介

者：島村氏）、側ユアーズシステム開発・長谷川勇仁

氏（紹介者：事務局）

〈退会者〉インテリジェンスインターリンク株式

会社・中原攻氏（紹介者：事務局）、東横コーポレー

ション（欄・中川浩夫氏（紹介者：森川氏）、側ポー ト

プロモーション・渡辺勝見氏（紹介者．石井氏）、国

際魅力学会・品川路子氏（紹介者：武藤氏）

｛当面の支部活動］
[1]運営委員会

・例会委員会（6月 1 4日開催）

今後の担当

6月 19日 ・役員会

7月 17日・融資助成プロジ‘ェク 卜

8月 21 日・親睦

9月 18日・ヱアポート

10月28日・16研

11 月20日 ・例会

－例会企画マニュアルを作成し、スムーズに運営

ができるように図る。

※今後の例会委員会・・7月 12日 、 8月9日、 9月 1 3 日、

1 0月 11 目 、 11 月8目、 12月 1 3 日、 1 月 17日 、 2月 14日、

3月 1 3日（例会ご担当の方はご出席と企画書提出

をお願いします）

・広報委員会 （6月5日開催）
第74号「大田の同友」について話し合う。アモイ旅

行の記事を入れて欲しいと意見がありま した。名

簿編纂に漕手した。

・組織委員会
経営基礎研究会は、毎回15名程度の参加で・行って

います。

・産学委員会・・立正・高専 （6月 18日 ）

6月8日インターンシッ プ説明会→12社参加、学生

約200名。受講生海外派遣について、支部より 10万

円支出～支部への報告などの方法を考える。中小

企業家経営塾講師の案を話し合った。「マッチング・

フェアJ「技術向上支援講座」の周知について確認。

・総務委員会
①女性経営者全国交流会（6月7、 8日 ）

総務委員会として参加してきました。

②第1 6回東京経営研究集会（10月 28日）

報告事項およびあとの討議事項で以下のことがき

ま っ た。

－協賛金制度

従来の参加費制度ではなく 、協賛金（1口1万円

以上） で行う。広く学生や地域に参加を広げるため

に、入場料をなくした。大田支部として協力してい

こうと話をした。

－分科会について

大田の「例会委員会」と同じような趣旨で「分科

会委員会」として関わっていく。スタッフの足りな

い部門には、要請があれば答えてい く 。役員会のあ

とで、ほとんどの役員より協賛金をいただいた。

[2］ 専門部会

・人材育成部会…7月は21研と合同で行う。
・ 21研部会…2ヶ月に 1 回のペースで行う。研究

会がない月は、予習復習を行う。

・経宮指針部会…夏は、いつも箱根の一泊だった
が、今年は北海道ヘ行く 。アイワードさん朝礼見学、

定点観測など。※7124、 8月休み、 9/2～5、 9/25、

10/ 30~ 
・ホームページ部会（6/20） …会員名簿の更新

を4半期に1 度行う。やりたいことをリサーチして

し、く 。

・親睦…613、ゴルフを行った。
・若手の会・・ ・次回714。「楽しく気楽にJ を念頭に

おいて参加しやすいものにしたい。先輩経営者から

も学ぶ会にしたい。レクレーションと取り入れる0

・マスター会 （7/3）・・・みんなが主役になれる会

づくりを行う。勉強よりも気楽な会にする。

[3］ 理事会（6/ 1 2)

16研の協賛金に対して、ずいぶんと意見が出まし

た。大田支部として、大田から出ている鈴木実行委

員長を応援していかなければいけなL 、。

“ご参加下さい”
・8月例会「今年も来ましたとの季節。

恒例！楽しい納涼会！!J 
［春日野部屋力士とちゃんこ鍋を囲みながら

角界の裏話を聞く夕べ］
日時 8月21 日 19:00～19:45 春日野親方の講和

19 :45~ 21 :30 懇親会

場所：割烹『吉葉』 両国墨田区横綱2-14-5-2F

TEL: 03-3623-4480 担当：親陸部会

参加費： 1万円 ※飲み放題人数.10～100名

〈第4回〉支部7月役員会
開催国： 7/23 （月） 会場： PIO

www.o，α－aoyu.con1 
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16 研 U\D & W~ ［昨後の東京と経営を考える会 l 

第16回経営研究集会共催：立正大学 J........................................................ . 
実行委員長よりご挨拶

. . 
2007年、東京中小企業家同友会は創立 我々の経営環境にどういう影響を与える

. . 
50周年を迎えました。 節目に開催される のかを、いろいろな角度から探って行き . 
16研は、これからの50年100年の礎とな ます。 10年後、東京という街の中で、人 . 
るべき事を胆に銘じ、全力を挙げて取り 聞として、本当の豊かさを持った生活が . 
組んでいこうと考えております。 現在、 出来るようになるため、今、 するべきこ

. . 
日本の経済は、戦後最長の好景気の中に とを、少しでも多くの方に気づいてもら . 
あると言われています。 しかし、景気が いたいと思います。 そのために、産、学、 . 
良いと思っている中小企業は、極稀とい 公、それぞれの立場からいろいろな情報

. . 
うのが現状です。 さらに今後将来の経営 を集め、提供します。 そして、さらに何 . 
環境を思うと、少子高齢化に伴う人材不 十年か経たときに、振り返ってみると、 . 
足や市場の縮小、事業継承、教育問題、 あの時あの研究集会で学んだ事が、今の . . 
大企業との賃金格差、東京への一極集中、 自分がある為のターニングポイントとな . 
また、自然環境問題にいたるまで、不安 ったと言われるような、研究集会にした . 
材料を挙げたら、枚挙に暇がありません。 いと思います。 . 

16研では、それぞれの問題が、 10年後 実行委員長鈴木善彦（大田支部）
. . 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・

協賛金
運営方式に
ついて

産学公と地域を連携した 「経営研究集会」 は、今後の東京同友会

活動の大きな柱となることと思います。 広く学生や社会人、 地

域のみなさまに参加を広げるためには入場料や参加費をいただ

くことをなくすことができないかという課題に、実行委員会は

「協賛金方式」 の運営を決定しました。 共催の 「学」で、ある立正大

学経営学部も会場設備の提供いただき、 「公」で、ある行政からも

支援をいただきます。「産」で、ある我々の同友会も 「協賛」 するこ

とが期待されています。ご理解ご協力を何卒お願いいたします。

- 
. . . . . . . . . . . 

開催要項
目時・10月28日 （日） 13: 00~ 
場所・立正大学五反田キャンパス

品川区大崎4・2・16

五反田駅から徒歩7分

全体会・13: 00~ 
演劇 「東京の選択」（課題）

会員の作・演出による上演です。

10年後を舞台に、 60歳になる中

小企業の社長が主人公。 彼らの

自に映る東京の姿を通して、 いま

我々がすべきことを考えます。

※ 6月1日出演者オーディション開催！

分科会・14: 30~ 
現在14分科会開催予定

立正大学とのコラボ企画、経営
労働委員会、障害者委員会、荒川

支部、台東支部、三多摩支部、環

境問題研究会、教育委員会、政策

部、葛飾支部、青年部、実行委員

会の交流企画がエントリー

※ジョイン卜してくださる

支部・委員会募集中です l

懇親会・18: 30~ 
立正大学キャンパス内にて、アジ

ア各国との食文化交流、ビジネ...................................... ス交流、楽しいイベントも

： 協賛金：一口 1 万円より ；；三孟浪~1！｛~！~：~oeせていただきますので : ※アジア各国大使館に協力要請中です ｜

・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 面総会報告

2007年度活動方針

2 薗 6月例会報告

経営基礎研究会に参加して

3 面組織変更／部会紹介

4 面 5月例会報告

5 薗 あなたのお仕事教えて！
〈第3回〉役員会議事録

6 薗 16研NEWS
広報委員の紹介

虻川良太郎＠クレーン作業なら丸良興業

河津文三＠イ工～！！ホワイトホームズ

柳沢明子＠企業広報サポートのパース

安蔭俊也＠地t或密着まどり君の賃貸情報

＃上健太郎＠アルミのことなら井上製作所

| 一一一一一…一 I 
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女編集委員、歓迎募集！

広報委員の紹介
広報委員会担当副支部長河津文三

皆様こんにちは！

組織編成により広報委員会は広報委

員長虻川良太郎さんのもと、大田のP
F ドラッカー株式会社共栄物流サーピ

ズの森川伸也専務と既存メンバーの南

青山に事務所を移転し、ますますおし

ゃれな有限会社パースの柳沢明子代表

取締役・飲むと危険な株式会社旭屋の

瀬戸秀教常務取締役 ・ 冷静な判断と広

報委員No.1 の知能指数2000株式会社オ
ープラスメディアの馬場雅敬代表取締

役いずれは大田の同友を動画で提供す

るかも？・いつも会の終りに現れる不

思議な存在、株式会社井上製作所の井

上健太郎専務取締役口癖は 「最近はメ

タボリ ッ クで～といいながら夜中のラ

ーメンJ そしてなんといっても広報委

員の中で最も危険な男、有限会社まど

り君の賃貸情報の安藤俊也取締役統括
店長、自分の会社名をいまいち気に入

っていないとか？・新婚にもかかわ ら

ず家に帰らない仕事大好き人間と総勢

8名でこれからの同友会大田支部の広

報として一人でも多くの方に大田支部

の活動と会員同士を大田の同友を通し

て知って頂くことを目標に頑張ってい
きたいと思います。 どうぞ宜しくお願

い致します。


